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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
磨
く

昨
年
の
12
月
か
ら
就
職
活
動
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
年
末

年
始
を
忙
し
く
過
ご
し
た
学
生
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
学

生
の
う
ち
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
つ
い
て
少
し
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
高
い
人
と
い
う
と
、
友
人

が
多
く
誰
と
で
も
仲
良
く
な
れ
る
人
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
生
ま
れ
つ
い

て
の
能
力
で
は
な
く
マ
イ
ン
ド
で
あ
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
や
自
身
の
意
識
に
よ
り
向
上
で
き
る
能
力
で
す
。

日
本
経
済
団
体
連
合
会
が
実
施
す
る
新
卒
採
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
採
用
に
あ
た
っ
て
特
に
重
視
し
た
点
」

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
毎
年
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
「
意
思
疎
通
」「
協
調
性
」「
自
己
表
現
力
」
の
３
つ
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
有
効
な
手
段
は
、

教
職
員
に
対
し
て
、
分
か
ら
な
い
点
や
納
得
い
か
な
い
点
を

質
問
し
、
あ
る
い
は
、
自
分
の
考
え
を
説
明
し
、
新
し
い
提

案
を
す
る
こ
と
で
す
。
本
学
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
・
提

案
の
機
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
授
業
を
受
講

し
た
と
き
に
担
当
教
員
へ
質
問
す
る
、
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ワ
ー

に
質
問
に
行
く
、
授
業
以
外
の
事
柄
に
つ
い
て
も
チ
ュ
ー

タ
ー
に
訊
い
た
り
学
生
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
を
訪
ね
て
相
談
し
た

り
す
る
な
ど
で
す
。
ま
た
、
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
な
ど
の
文
書

を
書
く
こ
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
一
つ
で
す
。

私
宛
の
文
書
と
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
学
内
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
の
「
提
案
箱
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
「
提
案
箱
」
に
入
っ
て
い
た
要
望
に
、
成
績
評
価
に

関
し
て
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
の
廃
止
」
を
望
む
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
意
見
に
は
、
残
念
な
が
ら
提
案
・
要
望
の
理
由

や
説
明
が
付
属
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
提
案
者
の
氏
名
や
、

学
部
学
科
、
学
年
等
の
記
載
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

真
意
を
尋
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
こ
の
場
を
借
り

て
、
な
ぜ
Ｇ
Ｐ
Ａ
（Grade Point A

verage

）
を
導
入
し

た
か
、
改
め
て
そ
の
意
味
と
意
義
を
説
明
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。
Ｇ
Ｐ
Ａ
は
各
科
目
の
成
績
を
グ
レ
ー
ド
ポ
イ
ン
ト
（
Ｇ

Ｐ
，
４
―
０
）
で
表
し
た
場
合
の
平
均
値
（
各
科
目
の
単
位

数
×
Ｇ
Ｐ
／
総
単
位
数
）
で
す
。
世
界
の
大
学
で
広
く
用
い

ら
れ
て
い
る
成
績
の
表
示
方
法
で
す
。
一
方
、
多
く
の
日
本

の
大
学
で
は
、
成
績
評
価
は
優
・
良
・
可
・
不
可
で
表
示
さ
れ
、

優
・
良
・
可
の
い
ず
れ
か
で
あ
れ
ば
単
位
認
定
さ
れ
、
一
定

数
以
上
の
単
位
を
取
得
す
れ
ば
、
卒
業
を
認
め
る
と
い
っ
た

仕
組
み
を
と
っ
て
い
ま
す
。
不
可
の
成
績
も
加
味
し
た
Ｇ
Ｐ

Ａ
は
、
公
平
性
や
透
明
性
に
優
れ
た
基
準
で
あ
り
、
国
際
的

に
も
通
用
す
る
も
の
で
す
。私
は
、学
生
が
各
年
次
に
わ
た
っ

て
適
切
に
授
業
を
履
修
す
る
と
い
う
単
位
制
の
実
質
化
を
す

す
め
、
学
生
の
主
体
的
な
学
修
を
よ
り
一
層
促
進
す
る
た
め

の
一
助
と
し
て
、
こ
の
指
標
が
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
元
々
ラ
テ
ン
語
の

Com
m

unicatio

に
由
来
し
て
お
り
、「
わ
か
ち
あ
う
こ
と
」

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
よ
く
整
理
し
、
他
者

と
わ
か
ち
あ
う
こ
と
で
、
よ
り
本
質
的
な
議
論
が
可
能
に
な

り
、
真
の
対
話
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
他
者
と
積
極
的

に
関
わ
り
、
言
葉
だ
け
で
な
く
表
情
や
身
体
を
使
っ
た
豊
か

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

学
長

　桐
野

　
　豊

２
０
１
３
年
10
月
28
日
㈪
、韓
国
の
水ス
ウ

原ォ
ン

大
学
校（
大
学
）・

水
原
科
学
大
学
（
短
期
大
学
）
の
李イ

仁イ
ン

洙ス

総
長
、
崔チ
ェ

栖ソ

瑗
ウ
ォ
ン

理
事
長
以
下
６
人
が
本
学
を
訪
問
し
、
学
術
交
流
協
定
締
結

の
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

水
原
大
学
校
は
、
韓
国
の
ソ
ウ
ル
市
内
よ
り
南
西
お
よ
そ

20
㎞
の
京
畿
道
華
城
市
に
あ
り
、
人
文
学
部
、
法
政
学
部
、

経
商
学
部
、
生
活
科
学
学
部
、
自
然
科
学
学
部
、
工
学
部
、

体
育
学
部
、
芸
術
学
部
、
音
楽
学
部
、
Ｉ
Ｔ
学
部
な
ど
を
も

つ
総
合
大
学
で
す
。

ま
た
、
水
原
科
学
大
学
に
は
、
看
護
師
や
歯
科
衛
生
士
な

ど
を
養
成
す
る
医
療
系
学
科
も
あ
り
、
大
学
・
短
大
を
合
わ

せ
て
１
万
９
０
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

調
印
式
当
日
、
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
に
到
着
し
た
一
行
は
、

本
学
村
崎
理
事
長
、
安
藝
事
務
局
長
を
は
じ
め
関
係
者
と
あ

い
さ
つ
、
名
刺
交
換
を
行
い
、
そ
の
後
、
各
学
部
長
の
陪
席

の
も
と
学
術
交
流
協
定
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
調
印
後
の

あ
い
さ
つ
で
、
水
原
大
学
校
李
総
長
は
「
１
２
０
周
年
を
迎

え
る
素
晴
ら
し
い
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
徳
島
文
理
大
学
と
学

術
交
流
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

こ
の
度
の
締
結
を
機
に
、
学
生
間
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
教
職
員
の
相
互
派
遣
な
ど
、
実
質
的
な
交
流
を
展
開
し

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、薬
学
部
、

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
茶
琴
亭
（
茶
室
）、
村
崎
凡
人
記
念

図
書
館
、
む
ら
さ
き
ホ
ー
ル
や
保
健
福
祉
学
部
理
学
療
法
学

科
の
施
設
見
学
、
音
楽
学
部
音
楽
学
科
音
楽
療
法
コ
ー
ス
の

授
業
見
学
な
ど
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
や
各
学
部
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

両
校
は
両
国
の
友
好
交
流
の
一
層
の
発
展
を
期
す
る
た

め
、
今
後
、
日
本
国
政
府
の
推
進
す
る
高
等
教
育
の
グ
ロ
ー

韓
国
水
原
大
学
校
・
水
原
科
学
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

バ
ル
化
の
一
環
と
し
て
、
医
療
系
学
部
や
音
楽
学
部
な
ど
の

学
部
間
交
流
を
進
め
る
と
と
も
に
、
教
職
員
、
学
生
間
交
流

を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

協定書を交わす村崎理事長と李仁洙総長

　薬学部の施設見学 　音楽学部音楽学科音楽療法コースの授業見学

　調印式後の記念撮影
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近
年
、
肥
満
を
基
盤
と
し
た
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
（
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
）
の
発
症
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

肥
満
を
克
服
す
る
こ
と
は
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
進
展
を
予
防

す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
国
民
の
健
康
的
な
生
活
を
保
障

し
、
医
療
・
介
護
費
を
削
減
す
る
最
も
効
果
的
な
対
策
の
一

つ
と
な
り
ま
す
。
肥
満
の
発
症
に
は
、
食
の
欧
米
化
に
伴
う

カ
ロ
リ
ー
の
過
剰
摂
取
や
運
動
不
足
な
ど
の
環
境
要
因
だ
け

で
な
く
、
遺
伝
的
要
因
も
関
与
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々

は
病
的
な
肥
満
状
態
で
は
内
臓
に
あ
る
肥
大
化
し
た
脂
肪
細

胞
に
お
い
て
、
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
金
属
毒
性
や
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
防

御
作
用
を
有
す
る
メ
タ
ロ
チ
オ
ネ
イ
ン
（
Ｍ
Ｔ
）
と
い
う
遺

伝
子
と
肥
満
発
症
の
関
係
に
つ
い
て
着
目
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
Ｍ
Ｔ
タ
ン
パ
ク
質
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
Ｍ

Ｔ
欠
損
）
マ
ウ
ス
に
高
脂
肪
食
を
約
半
年
間
摂
取
さ
せ
続
け

た
と
こ
ろ
、
野
生
型
（
正
常
）
マ
ウ
ス
と
比
較
し
て
高
度
な

肥
満
や
脂
肪
肝
を
呈
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た

（
図
１
）。
ま
た
、
Ｍ
Ｔ
欠
損
マ
ウ
ス
で
は
、
高
脂
肪
食
摂
取

開
始
の
早
期
か
ら
脂
肪
細
胞
を
肥
大
化
さ
せ
る
遺
伝
子
が
高

発
現
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
以
上
、
Ｍ
Ｔ

タ
ン
パ
ク
質
の
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
機

能
と
し
て
の
抗
肥
満
作
用
や
制
御
を
受
け
る
分
子
を
解
明
し

た
点
が
、今
回
大
き
な
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
よ
り
詳
細
な
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
で
、
肥
満
や
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

法
、
な
ら
び
に
治
療
法
の
確
立
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

　

腸
管
は
、
体
中
で
最
も
広
い
表

面
積
で
外
界
に
接
し
て
い
ま
す
。

腸
管
に
は
リ
ン
パ
球
全
体
の
60
％

以
上
が
集
積
し
、
外
界
か
ら
の
病

原
体
の
侵
襲
に
備
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
腸
を
担
当
す
る
リ
ン

パ
組
織
の
樹
状
細
胞
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
を
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
に
変
換

す
る
能
力
を
持
ち
、
リ
ン
パ
球
に
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
を
与
え
る
こ
と

で
腸
組
織
へ
の
移
入
（
ホ
ー
ミ
ン
グ
）
能
力
を
賦
与
し
、
リ
ン
パ

球
を
腸
に
配
備
す
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
補
給

は
、
世
界
の
栄
養
不
良
に
苦
し
む
乳
幼
児
の
腸
感
染
症
を
抑
え
死

亡
率
を
低
下
さ
せ
ま
す
が
、
今
回
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
の
根
幹

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
発
見
は
、
世
界
の
多
く
の
研
究
者
を
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
と
免
疫
の

問
題
に
惹
き
付
け
、
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
が
経
口
免
疫
寛
容
（
食
物
な

ど
安
全
な
異
物
に
対
し
て
は
免
疫
反
応
を
抑
制
す
る
こ
と
）
に

も
関
与
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
作
用
や
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
産
生
と
分
解

の
機
序
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
功
績
に
よ
り
、

２
０
１
３
年
度
日
本
食
品
免
疫
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
し

て
私
た
ち
は
最
近
、
レ
チ
ノ
イ
ン
酸
が
腸
間
膜
リ
ン
パ
節
の
樹
状

細
胞
自
体
の
性
質
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
ビ
タ
ミ

ン
Ａ
欠
乏
下
で
は
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
―
13
高
産
生
性
の
新
規
炎

症
性
ヘ
ル
パ
ー
Ｔ
細
胞
を
誘
導
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
が
食
物

抗
原
に
対
す
る
強
い
抗
体
産
生
と
ア
レ
ル
ギ
ー
性
炎
症
反
応
を
導

く
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
発
見
に
基
づ
き
、

ア
レ
ル
ギ
ー
炎
症
や
自
己
免
疫
疾
患
な
ど
に
対
す
る
新
た
な
治
療

法
や
創
薬
の
基
盤
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

図 1　（左）27 週間、標準食およ
び高脂肪食を摂取させた野生型
マウスと MT 欠損マウス。（右）
両系統マウスの肝臓組織像。矢
印：脂肪滴。MT 欠損マウスは、
長期間の高脂肪食摂取により著
しい肥満および脂肪肝が認めら
れました。つまり、MT の存在
は高脂肪食摂取に対する体重増
加や脂肪肝を防ぐ可能性がある
ことが示唆されました。

薬
学
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隆
茂
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教

香
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薬
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薬
学
科

岩
田 

誠

教
授

２
０
１
３
年
度
日
本
薬
学
会
環
境
・
衛
生
部
会
金
原
賞 

受
賞

２
０
１
３
年
度

日
本
食
品
免
疫
学
会
賞
を
受
賞
し
て

２
０
１
３
年
11
月
12
日
㈫
、
中
華
民
国
・
台
湾
の
学
術
交

流
協
定
締
結
校
で
あ
る
中
山
医
学
大
学
で
、
創
立
53
周
年
記

念
式
典
が
行
わ
れ
、
席
上
、
同
大
学
お
よ
び
中
華
民
国
教
育

部
認
定
の
栄
え
あ
る
名
誉
博
士
号
が
村
崎
正
人
理
事
長
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

本
学
は
、
台
湾
の
12
大
学
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
、
各
種
の
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
中
山
医
学
大
学
は

２
０
０
９
年
に
、
本
学
が
初
め
て
台
湾
と
協
定
を
締
結
し
た

大
学
で
、
台
中
市
に
所
在
し
学
生
数
約
８
０
０
０
人
、
教
職

員
約
５
０
０
人
の
医
療
系
を
中
心
と
し
た
総
合
大
学
で
す
。

学
術
交
流
協
定
締
結
以
降
、日
語
科
の
学
生
の
研
修
、あ
る

い
は
、
継
続
的
な
交
換
留
学
生
の
受
け
入
れ
な
ど
活
発
な
交

流
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
同
大
学
と
の
学
術
交
流
協
定
が

き
っ
か
け
と
な
り
、台
北
、台
中
、台
湾
南
部
各
都
市
の
12
大

学
５
高
級
中
学
と
の
学
術
交
流
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

村
崎
理
事
長
は
名
誉
博
士
号
の
受
賞
式
で
、
受
賞
に
対
す

る
感
謝
の
気
持
ち
と
両
大
学
の
さ
ら
な
る
交
流
の
充
実
・
進

展
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

村
崎
正
人
理
事
長

台
湾
中
山
医
学
大
学
よ
り
名
誉
博
士
号 

授
与 図 1

徳
島
県
の
一
部
の
地
域
で
生
産
さ
れ
て
い
る
阿
波
晩
（
番
）
茶

は
、
原
料
は
緑
茶
と
同
じ
木
で
す
が
、
製
造
過
程
で
嫌
気
的
に
乳

酸
発
酵
さ
せ
る
世
界
的
に
も
珍
し
い
お
茶
で
す
。

私
た
ち
の
研
究
室
で
は
、
こ
の
阿
波
晩
茶
が
他
の
緑
茶
中
に
は

な
い
抗
酸
化
成
分
を
含
む
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
成
分
が
レ
ゾ
ル

シ
ノ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
薄
層
ク
ロ
マ
ト
グ

ラ
フ
ィ
ー
に
お
い
て
発
酵
前
と
発
酵
後
を
比
べ
る
と
、 

発
酵
後
の

み
レ
ゾ
ル
シ
ノ
ー
ル
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
発
酵
過
程
で
生

成
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
レ
ゾ
ル
シ
ノ
ー
ル
は
紅
茶
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
見
い
だ
し
た
こ
と
で
、
阿
波
晩
茶
に

選
択
的
に
含
ま
れ
る
成
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。さ
ら
に
、

レ
ゾ
ル
シ
ノ
ー
ル
の
細
胞
へ
の
生
理
作
用
を
検
討
し
、
レ
ゾ
ル
シ

ノ
ー
ル
は
培
養
細
胞
内
の
活
性
酸
素
を
抑
制
す
る
こ
と
を
見
い
だ

し
ま
し
た
。
レ
ゾ
ル

シ
ノ
ー
ル
は
ニ
キ
ビ

予
防
や
美
白
作
用
が

あ
る
と
し
て
外
用
薬

と
し
て
報
告
さ
れ
て

お
り
、
阿
波
晩
茶
に

も
そ
の
よ
う
な
作
用

が
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
成
果

は
、
カ
ナ
ダ
国
立
食

物
科
学
研
究
所
発
行

のFood Research 
International

誌
の

論
文
と
し
て
発
表
し

ま
し
た
。

薬
学
部
薬
学
科

葛
原 

隆

教
授

阿
波
晩
茶
か
ら

抗
酸
化
物
質
レ
ゾ
ル
シ
ノ
ー
ル
発
見

【
ス
ピ
ー
チ
内
容
一
部
抜
粋
】

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
は
、
中
山
医
学
大

学
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
中
華
民
国
の
皆
さ
ま
方
の
多
大

な
る
ご
支
援
、
ご
援
助
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
日
本
国
民

の
一
人
と
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
学
は
２
０
０
９
年
に
中
山
医
学
大
学
と
学
術

交
流
協
定
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、

教
職
員
や
学
生
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
中
山
医
学
大
学

か
ら
は
毎
年
、
交
換
留
学
生
を
送
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
た
学
生
の
交
流
は
、
視
野
を
広
げ
相
互
理

解
を
深
め
さ
せ
る
な
ど
、
本
学
の
国
際
理
解
教
育
を
促
進

さ
せ
る
上
で
極
め
て
有
意
義
で
今
後
一
層
の
交
流
を
促
進

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
図
ら
ず
も
、
こ
の
記
念
す
べ
き
場
に
お
い
て
こ
の

よ
う
に
栄
え
あ
る
名
誉
博
士
号
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
こ
と
は
、
徳
島
文
理
大
学
の
貴
学
と
の
国
際
交
流

に
対
す
る
評
価
で
あ
る
と
あ
り
が
た
く
受
け
止
め
、
大
変

う
れ
し
く
、
ま
た
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
名
誉
博
士
号
は
、
徳
島
文
理
大
学
の
教
職
員
、
学
生

た
ち
を
代
表
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
今
後
ま
す
ま
す
、
貴
学
と
本
学
の
交
流
、

ひ
い
て
は
、
日
本
国
と
中
華
民
国
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な

り
ま
す
こ
と
を
望
み
、
御
礼
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

式典後の記念撮影
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張　維哲（チョウ  イ  テツ）

【所属学部】総合政策学部総合政策学科
【留学方法】交換留学
【受け入れ期間】2013 年 9 月 19 日㈭〜
　　　　　　　　　　　　　　　2014 年 3 月 31 日㈪（半年間）

　台湾ではなかなか日本人に接する機会がなく、学校でクラスメート
と日本語の会話を練習するだけでは不十分だと感じていたからです。
留学を通じて、日本語を上手に話せるようになりたいです。そして、
徳島の阿波踊りをもっと理解したいと思います。

    ●留学した目的は何ですか？

　徳島文理大学の先生はとても親切です。また、大学周辺の生活環境
は、近くにスーパーやユニクロがあって便利です。10 月には大学祭
に参加しました。クラスのみんなとお店を出す台湾と違って、日本の
大学祭はクラブ・サークルを中心に行われているイベントが多くあり
ました。参加している学生はみんないいパフォーマンスをしていまし
た。とても感動しました。

    ●徳島文理大学の印象は？

　自分が経験したことを後輩に教えたいと思います。日本に来てから
台湾と日本の差を大きく感じています。例えば、店員さんの対応が親
切なところです。日本のいいところを台湾に持ち帰り、就職するとき
にいかしたいと思います。また、総合政策学部で勉強した問題解決方
法を使い、企業の経営状況を分析するなど、自分が学んだ知識をいか
したいと思います。

    ●この留学経験をどのようにいかしたいですか？

柳　度圭（リュ  ド  ギュ）

【所属学部】文学部日本文学科
【留学方法】交換留学
【受け入れ期間】2013 年 9 月〜
　　　　　　　　　　　　　　　2014 年 8 月（1 年間）

　単純に言えば " 日本語が上手になりたくて " です。しかし、それよ
りもっと大きな目的は、私が専攻している日本語を使う日本を、より
理解したいからです。ひとつの国の言語を学ぶことは、単に言語だけ
を勉強するのではなく、その国の文化を尊重し、考え方の違いを認識
することだと思います。実際に、日本で日本の人々と触れ合いながら
生活してみると、多くのことを見て、聴いて、感じることができて毎
日幸せです。

    ●留学した目的は何ですか？

　まず、学校の周りの風景を見て感動しました。近くに海がある " 穏
やかな美しさ " のある学校だと思います。静かな周辺の雰囲気とは
違って、先生はとても熱心ですし、学生は活気に溢れています。そし
て、もう１つ付け加えるならば、学生食堂が本当においしいです。

    ●徳島文理大学の印象は？

　私は将来、ホテルの業務の中でも GRO（Guest Relations Officer）
をめざしています。GRO とは、お客さんに一番近いところでお客さん
からの要求事項を解決しながら、楽しく過ごせるように配慮するホテ
リアのことをいいます。この仕事をうまくやり抜くためには各国の言
語、文化、社会など全般的なことを理解して、できるだけ多くの情報
を把握するべきだと思います。知っていることが多いほど、よく理解
できます。だから、私は徳島文理大学で勉強をしながら感じた、外国
人の思考や文化、韓国との違いなどがホテルで仕事をするときの助け
になると確信しています。また、ホテリアをめざしている私にとって、
サービス業が発達している日本での生活は大変貴重な学びの場です。

    ●この留学経験をどのようにいかしたいですか？

広
が
る
国
際
交
流
の
輪

韓
国
・
檀
國
大
学
校
留
学
生 

開
講
式
開
催

文学部２
０
１
３
年
９
月
19
日
㈭
、
檀
國
大
学
校
か
ら
の
留
学
生
５
名
に

対
す
る
開
講
式
が
文
学
部
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

檀
國
大
学
校
と
は
、
協
定
が
結
ば
れ
て
か
ら
今
年
で
10
年
目
を
迎

え
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
開
講
式
を
マ
ス
コ
ミ
公
表
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
濱
田
文
学
部
長
を
は
じ
め
と
し
て
、関
係
教
職
員
の
他
、

日
本
語
教
員
養
成
課
程
を
履
修
中
の
学
生
や
韓
国
語
の
授
業
を
履
修

し
て
い
る
学
生
数
名
の
出
席
の
も
と
、
正
午
か
ら
開
式
。
留
学
生
た

ち
が
流
暢
な
日
本
語
で
各
自
抱
負
を
述
べ
、「
今
の
私
の
日
本
語
力

で
は
授
業
に
つ
い
て
い
く
の
は
大
変
だ
が
、
頑
張
り
た
い
」
な
ど
と

語
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
者
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
撮
影
な
ど

が
行
わ
れ
、「
日
本
の
ど
こ
に
行
っ
て
み
た
い
か
」と
い
う
質
問
に
は
、

「
大
阪
に
行
っ
て
、
お
好
み
焼
き
を
食
べ
た
い
」
な
ど
と
若
者
ら
し

い
答
え
も
あ
り
、
ま
た
、
同
席
し
た
本
学
の
学
生
と
は
早
く
も
打
ち

解
け
た
様
子
で
、終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
開
講
式
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
多
く
の
学
生
と
交
流
し
、
日
韓
の
友
好
の
懸
け
橋
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い

ま
す
。

本
学
で
は
、
国
際
交
流

締
結
校
の
交
換
留
学
は
、

相
互
に
１
年
間
の
授
業
料

が
無
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
徳
島
キ
ャ
ン

パ
ス
に
は
９
月
よ
り
、
総

合
政
策
学
部
総
合
政
策
学

科
へ
８
人
（
中
山
医
学
大

学
２
人
、
大
仁
科
技
大
学

１
人
、義
守
大
学
２
人
、開

南
大
学
２
人
、
台
中
教
育

大
学
１
人
）、音
楽
学
部
音

楽
学
科
へ
台
南
応
用
科
技

大
学
よ
り
１
人
交
換
留
学

生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

県
民
の
健
康
意
識
高
ま
る

い
き
い
き
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
催

薬学部２
０
１
３
年
10
月
19
日
㈯
に
、
薬
学
部
は
本
学
保
健
福
祉
学
部
看

護
学
科
、
株
式
会
社
キ
リ
ン
堂
、
大
塚
製
薬
株
式
会
社
と
の
共
同
共

催
で
、
い
き
い
き
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

薬
学
部
の
中
田
教
授
ら
に
よ
る
糖
尿
病
に
関
す
る
講
演
会
（
３
演

題
）、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
で
は
血
圧
、
内
臓
脂
肪
、
骨
密
度
、

糖
尿
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
指
標
と
な
る
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
イ
ワ
ン

シ
ー
の
測
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
生
薬
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
薬

草
の
展
示
、
薬
草
茶
の
試
飲
が
あ
り
、
約
２
０
０
人
の
徳
島
県
民
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
業
界
か
ら
出
講

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
講

総合政策
学部

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
向
上
を
め
ざ
し
て
開
講
し
て
い
る
総
合
政
策
学

部
の
ユ
ニ
ー
ク
な
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
担
当
・
中
村
昌
宏

学
部
長
）
が
、
２
０
１
３
年
度
後
期
も
授
業
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
３
つ
の
特
色
を
持
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
す
。

１
つ
め
は
、
一
般
社
団
法
人
徳
島
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会
と
本

学
と
の
間
で
締
結
し
た
連
携
協
定
に
基
づ
き
、
同
協
議
会
に
所
属
す

る
企
業
の
う
ち
、
９
人
の
社
長
に
講
師
と
し
て
ご
出
講
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
（
久
米
徳
男 

日
本
フ
ネ
ン
社
長
、
石
原
譲 

石
原

金
属
社
長
、
市
岡
通
裕 

市
岡
製
菓
社
長
、
富
田
純
弘 

富
田
製
薬
社

長
、
島
隆
寛 

シ
ケ
ン
社
長
、
泊
健
一 

徳
島
合
同
証
券
社
長
、
岩
佐
乃
介 

あ
わ
わ
社
長
、
前
田
康
人 

日

新
酒
類
社
長
、
花
岡
秀
芳
は
な
お
か
社
長
）。

　

２
つ
め
は
、
国
の
機
関
よ
り
３
人
の
講
師
を
招
聘
し
財
政
政
策
、
歳
出
・
歳
入
、
経
済
の
公
正
と
競
争

等
に
つ
い
て
講
義
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
（
吉
川
聡 

徳
島
財
務
事
務
所
長
、
伊
達
善
光 

高
松
国
税
局
課

税
部
長
、
三
浦
文
博
公
正
取
引
委
員
会
四
国
支
所
長
）。

　

３
つ
め
は
、
徳
島
共
生
塾
一
歩
会
の
新
開
善
二
理
事
長
に
遍
路
道
清
掃
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
お
願
い
し
、

最
終
回
の
２
０
１
４
年
１
月
23
日
㈭
に
は
受
講
生
82
人
に
学
部
教
員
、
上
級
生
の
有
志
等
を
加
え
、
約

１
０
０
人
規
模
で
第
５
回
目
と
な
る
四
国
八
十
八
カ
所
遍
路
道
の
清
掃
活
動
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。

四
国
Ｅ
Ｖ
ラ
リ
ー
２
０
１
３

女
性
ラ
イ
ダ
ー
含
む
５
人
が
出
場

理工
学部

２
０
１
３
年
８
月
24
日
㈯
、
25
日
㈰
の
両
日
、
愛
媛
県
産
業
技
術
研
究

所
を
拠
点
と
し
て
開
催
さ
れ
た
四
国
Ｅ
Ｖ
ラ
リ
ー
２
０
１
３
に
、
理
工
学

部
機
械
創
造
工
学
科
の
学
生
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｅ
Ｖ
ラ
リ
ー
は
、
大
学
や
企
業
な
ど
が
開
発
し
た
電
気
自
動
車
お
よ
び

バ
イ
ク
の
走
行
性
能
を
競
う
も
の
で
す
。
ラ
リ
ー
参
加
の
発
端
は
、
オ
ー

ト
バ
イ
好
き
の
学
生
が
、
理
工
学
部
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ボ
に
展
示
さ
れ
て

い
た
電
動
バ
イ
ク
の
試
作
品
を
見
て
、
自
分
た
ち
の
手
で
バ
イ
ク
を
改
造

し
、
も
う
一
度
動
か
し
て
み
た
い
と
手
を
挙
げ
た
こ
と
で
し
た
。
春
先
か

ら
実
習
工
場
に
あ
る
機
械
や
工
具
を
使
っ
て
バ
イ
ク
の
改
造
を
始
め
、
軽

量
化
の
た
め
後
部
座
席
を
取
り
払
い
、
蓄
電
池
を
買
い
換
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
２
０
１
３
年
７
月
か
ら
は
学
内
外
の
交
通
量
の
少
な
い
道
路
で
試

運
転
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

ラ
リ
ー
本
番
で
は
松
山
市
内
を
中
心
に
11
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
、
そ
の

距
離
や
難
易
度
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
得
点
を
２
日
間
13
時
間
半
の
制
限

時
間
内
に
獲
得
し
た
得
点
で
点
数
を
競
い
ま
し
た
。
参
加
チ
ー
ム
は
計
12

チ
ー
ム
で
、
バ
イ
ク
は
３
チ
ー
ム
で
し
た
。
電
気
自
動
車
の
弱
点
は
蓄
電

池
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
の
バ
イ
ク
の
蓄
電
池
も
60
㎏
と
重
く
、
走

行
持
続
距
離
は
平
た
ん
路
で
20
㎞
程
度
で
し
た
。
ラ
リ
ー
当
日
は
、
あ
い

に
く
の
雨
天
で
、
バ
イ
ク
の
運
転
や
蓄
電
池
の
交
換
・
充
電
に
学
生
た
ち

は
苦
労
を
し
ま
し
た
が
、
安
全
に
競
技
を
終
え
、
本
チ
ー
ム
の
女
性
ラ
イ

ダ
ー
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

参加した学生と電動バイク

表彰式でのインタビュー スタートの様子

開講式出席者の集合写真

健康チェックコーナーにおける血圧測定久米徳男氏（日本フネン社長）講義の様子
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Close-up campus
クローズアップキャンパス

Close-up campus クローズアップキャンパス

人間生活
学部

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
が
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「A

w
atterLab

（
ア
ワ
ッ
タ
ー
ラ
ボ
）」
が
、
地
元
企
業
（
鹿
子
酒
類
卸
）
と
連
携
し
て
「
す

だ
ち
く
ん
サ
イ
ダ
ー
」
を
商
品
化
し
ま
し
た
。
ア
ワ
ッ
タ
ー
ラ
ボ
の
設
立
目

的
が
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
用
い
た
地
域
の
発
信
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
社
よ

り
徳
島
県
産
の
ス
ダ
チ
を
使
っ
た
ご
当
地
サ
イ
ダ
ー
の
商
品
化
に
協
力
し
て

ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
、
共
同
開
発
企
画
が
成
立
し
ま
し
た
。

ス
ダ
チ
の
香
り
や
あ
と
味
の
さ
わ
や
か
さ
に
重
点
を
置
き
、
果
汁
や
糖

分
の
割
合
を
変
え
た
サ
ン
プ
ル
の
飲
み
比
べ
な
ど
を
行
っ
て
味
を
決
定
。

ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
す
だ
ち
く
ん

の
背
景
に
眉
山
や
阿
波
踊
り
の
提
灯
を
配
置
し
て
徳
島
ら
し
さ
を
表
現
し
ま

し
た
。

す
だ
ち
く
ん
サ
イ
ダ
ー
は
、
県
内
の
売
店
で
の
販
売
だ
け
で
な
く
、
徳
島

県
の
代
表
特
産
品
と
し
て
２
０
１
３
年
11
月
に
実
施
さ
れ
た
明
治
神
宮
秋
の

大
祭
に
奉
献
、
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
思
い
出
よ
み
が
え
る 

徳
島
県
立
光
慶
図
書
館

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
が
３
Ｄ
に
よ
り
復
元

人間生活
学部

徳
島
県
立
文
書
館
よ
り
戦
前
の
徳
島
市
の
街
並
み
を
３
Ｄ
で
再
現
し
て
ほ
し
い

と
の
要
望
が
あ
り
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
究
課
題
と
し
て
比
較

的
資
料
が
豊
富
な
徳
島
県
立
光
慶
図
書
館
を
３
Ｄ
で
復
元
し
完
成
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
１
９
３
７
年
の
徳
島
市
内
の
絵
地
図
を
元
に
、
徳
島
県
立
光
慶
図
書
館

と
、
当
時
は
め
ず
ら
し
い
３
階
建
て
若
草
色
の
ユ
ニ
ー
ク
な
徳
島
文
理
大
学
の
前

身
で
あ
る
村
崎
女
子
職
業
校
の
建
物
を
、
２
人
の
ゼ
ミ
生
を
中
心
に
復
元
作
業
を

始
め
ま
し
た
。
光
慶
図
書
館
の
資
料
は
文
書
館
か
ら
提
供
を
受
け
、
外
装
や
内
装

や
家
具
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
、
当
時
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
を
見
な
が
ら
寸
法
を
想
定
し

て
、
一
つ
ひ
と
つ
再
現
し
て
配
置
す
る
と
い
っ
た
細
か
な
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
３
Ｄ
光
慶
図
書
館
に
は
建
物
内
部
に
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
入
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
在
は
村
崎
女
子
職
業
校
の
３
Ｄ
で
の
復
元
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

美
し
い
音
色
で
観
客
を
魅
了

第
56
回
定
期
演
奏
会  

開
催

行事２
０
１
３
年
11
月
23
日
㈯
㊗
・
24
日
㈰
の
両
日
、
す
ば
ら

し
い
秋
空
の
も
と
、
香
川
・
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
「
徳
島
文

理
大
学
第
56
回
定
期
演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
１
部
は
、
マ
レ
ー
の
ス
ペ
イ
ン
の
ラ
・
フ
ォ
ー
リ
ア
。

美
し
く
典
雅
な
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
流
れ
、
会
場

を
魅
了
し
ま
し
た
。
続
い
て
シ
ュ
ー
マ
ン
の
ピ
ア
ノ
五
重
奏

曲
Ｏｐ
．44
。
快
活
な
力
強
さ
で
始
ま
り
、
壮
大
な
シ
ュ
ー

マ
ン
の
世
界
観
を
余
す
こ
と
な
く
見
事
に
表
現
し
て
い
ま
し

た
。第

２
部
は
、
今
年
生
誕
２
０
０
年
を
迎
え
て
い
る
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
の
作
品
。
彼
の
オ
ペ
ラ
の
中
で
も
特
に
有
名
な
「
運
命

の
力
」「
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
」「
椿
姫
」「
シ
チ
リ
ア
島
の
夕

べ
の
祈
り
」「
ナ
ブ
ッ
コ
」「
ア
イ
ー
ダ
」
の
６
曲
で
し
た
。

本
学
の
林
俊
昭
教
授
の
優
美
で
明
確
な
指
揮
に
導
か
れ
、

「
運
命
の
力
」「
シ
チ
リ
ア
島
の
夕
べ
の
祈
り
」
の
２
曲
か
ら

序
曲
が
、「
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー
レ
」「
椿
姫
」「
ナ
ブ
ッ
コ
」「
ア

イ
ー
ダ
」
で
は
混
声
合
唱
を
交
え
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
重
厚

で
豊
麗
な
演
奏
は
、
聴
き
入
る
聴
衆
の
す
べ
て
を
イ
タ
リ
ア

オ
ペ
ラ
の
世
界
へ
い
ざ
な
い
ま
し
た
。

徳
島
文
理
大
学
附
属
幼
稚
園

児
童
学
科
の
学
生
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
楽
し
む

人間生活
学部

２
０
１
３
年
10

月
31
日
㈭
、
徳
島

文
理
大
学
附
属
幼

稚
園
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
行
事
に
児
童
学

科
４
年
生
が
参
加

し
ま
し
た
。
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
実

技
の
授
業
の
一
環

と
し
て
取
り
組

み
、
か
わ
い
ら
し

く
変
装
し
た
園

児
を
迎
え
ま
し

た
。
秋
晴
れ
の
さ

わ
や
か
な
天
候
の

も
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
活
動
を
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
た
。
園
児
に
負
け
ま
い
と
お
ば
け
や
か
ぼ
ち
ゃ

に
変
装
し
た
学
生
も
い
て
、
楽
し
く
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
美
し
い
紅
葉
の
中
、
園
児
た
ち
は
、
児
童
学
科

の
学
生
が
大
学
内
に
設
置
し
た
ゲ
ー
ム
に
一
生
懸
命
取
り
組

み
、
そ
の
ご
褒
美
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
っ
て
大
喜
び

で
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ど
ん
な

ゲ
ー
ム
が
園
児
に
適
切
か
を
話
し
合
っ
た
り
調
べ
た
り
し
て

企
画
し
、
必
要
な
道
具
は
放
課
後
や
空
き
時
間
を
利
用
し
て

自
主
的
に
製
作
に
取
り
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
児
童
学
科
で

は
附
属
幼
稚
園
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
通
し
な
が
ら
、
教

員
や
保
育
士
と
し
て
の
実
践
力
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
学

生
た
ち
の
発
想
の
豊
か
さ
と
手
の
込
ん
だ
製
作
に
感
心
し
ま

し
た
。

児
童
学
科
が
支
援

徳
島
文
理
大
学
附
属
幼
稚
園
避
難
訓
練 

実
施

行事２
０
１
３
年
10
月
11
日
㈮
、徳
島
文
理
大
学
附
属
幼
稚
園
で
地
震
・

津
波
の
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
中
に
地
震
が
発
生
、
そ
の
後
間
も
な
く
津
波
が
来
る
と
い
う

想
定
の
も
と
、
約
１
０
０
人
の
園
児
・
教
諭
が
徳
島
文
理
大
学
の
校

舎
を
め
ざ
し
て
避
難
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
の
西
門
を
出
た
と
こ
ろ
へ
園
児
の
避
難
誘
導
の
支
援
者
と

し
て
児
童
学
科
の
学
生
15
人
が
駆
け
つ
け
、
園
児
た
ち
の
手
を
引
い

て
、
大
学
校
舎
の
９
号
館
７
階
ま
で
一
緒
に
移
動
し
ま
し
た
。

全
員
が
移
動
し
た
時
間
は
10
分
50
秒
。
今
後
、
発
生
す
る
で
あ
ろ

う
南
海
地
震
に
備
え
、
園
児
・
学
生
・
教
職
員
一
同
訓
練
を
実
施
す

る
な
か
で
、
一
層
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
が
地
元
企
業
と
連
携

｢

す
だ
ち
く
ん
サ
イ
ダ
ー｣

発
売

輝
く
光
の
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

開
催

行事冬
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
彩
る
恒
例
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
が
、
徳

島
キ
ャ
ン
パ
ス
は
２
０
１
３
年
11
月
27
日
㈬
、
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
12

月
５
日
㈭
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
、

２
０
１
５
年
に
向
け
て
の
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
１
２
０
周
年
記
念

ロ
ゴ
の
入
っ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
も
飾
ら
れ
ま
し
た
。

徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
村
崎
理
事
長
、
桐
野
学
長
、
学
生
代
表
が
点

灯
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
34
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
一
斉
に
点
灯
。
構
内
の
広

葉
樹
や
植
え
込
み
が
青
や
白
の
光
で
照
ら
さ
れ
る
と
、
集
ま
っ
た
人
々
か

ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
志
度
中
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
の
後
、
７
万
５
０
０
０
個
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
灯
り
ま
し
た
。
両
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
に
点
灯
期
間
は
２
０
１
４

年
２
月
14
日
㈮
ま
で
。
17
時
〜
21
時
ま
で
点
灯
し
て
い
ま
す
。
幻
想
的
な

雰
囲
気
と
な
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　徳島キャンパス

　香川キャンパス

　徳島キャンパス

すだちくんサイダー開発メンバー

児童学科の学生の誘導により避難する園児たち

徳島県立光慶図書館
大正 6年開館　昭和 20 年焼失　
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Never Stop Learning

人間生活学部児童学科
久保 拓摩
横浜市小学校教諭　合格

　私が採用試験に合格することができたのは、「絶対教師にな
る」という強い意志を持ち続けたからだと思います。大学では
その目標を達成するために、幼稚園のボランティアや中学校の
学習支援ボランティアなどに積極的に参加しました。本格的に
勉強をし始めたのは、3年生の 1月からでした。残された時間
は短かったのですが、効率よく勉強に取り組むことができたと
思います。
　苦しい時や悩んだ時もありましたが、大学の先生方、家族、
友人の支えのおかげで最後まで諦めずに取り組むことができま
した。今まで出会い、支えてくれた全ての人に感謝の気持ちを
持って、子どもたちとしっかりと向き合うことのできる教師を
めざして努力し続けたいと思います。

感謝の気持ちを胸に

人間生活学部児童学科
山路 里奈
大阪府小学校教諭　合格

　「絶対に小学校の先生になるんだ」という思いで、徳島文理
大学に入学しました。その想いは常に変わることなく、小学校
の先生になることが私の大きな目標でした。そのために早い段
階から、学習支援ボランティアなどのさまざまなボランティア
に積極的に参加したり、勉強に取り組んだりしました。
　教師になるという目標を達成できたのは、自分の力だけでは
ありません。常に身近で支えてくれた家族や友人、大学の先生
方のおかげです。また、実習先の子どもたちや先生方が応援し
てくださったことは、私のやる気の原動力となっていました。
　後輩の皆さんも、自分を支えてくださる方々に感謝の気持ち
を忘れず、目標達成に向かって頑張ってください。

目標を持って地道に努力を

人間生活学専攻科児童学専攻
小野 由里恵
高知県小学校教諭　合格

　私は本大学卒業後、教員になるために、より高いレベルの教
育を受けたいと考え専攻科に進みました。そこでは、教育に関
する専門的・実践的な講義を受けることができました。
　採用試験が近づいた 2012 年 10 月ごろからは、全学共通教育
センターの先生方にご指導をいただき、模試を受けたり、図書
館で全国の過去問を解いたりしました。思うように勉強が進ま
ず悩むこともありましたが、先生方にアドバイスをいただき、
仲間と励まし合いながら努力を続けていく中で、少しずつ自信
が持てるようになりました。二次試験前には、実技試験対策に
も力を入れ、スポーツジムや音楽教室に通いました。
　多くの先生方や周囲の方々に支えられて夢をかなえることが
できました。

将来の夢は教師

理工学部機械創造工学科

井東 愛実
大阪府中学校教諭　合格

　私の将来の夢は小学生のころから教師でした。夢を叶えるた
めの努力をせず、一度は諦めたこともありました。しかし大学
に入学し、教師をめざせる道があると分かり、もう一度その
チャンスを掴んでみようと思いました。それからは普段の授業
をしっかり受けて、こつこつ勉強を重ねていきました。教員採
用試験では多くの先生方のお世話になりました。特に研究室の
先生には、自己PR文を一緒に考えていただき、常に応援して
いただきました。そして合格が決まった時には一番大喜びして
くださいました。その時、差し出してくださった熱い握手は今
でも忘れられません。
　私が合格したのは多くの人の支えと、夢があったからです。
皆さんも夢を持ち続け、チャンスを掴んでください。

コミュニケーション力

総合政策学部総合政策学科
山西 彩輝
株式会社商工組合中央金庫 内定

　就職活動において私が大切と感じたのは、「きちんと会話を
する」ことです。身近な友だちや家族とのラフな会話ではなく、
企業の方々ときちんとコミュニケーションをとるということで
す。集団面接などは、特に思っているよりも質問される内容が
少なく、緊張します。しかし、その中でも自分のセールスポイ
ントを上手く伝え、印象づける必要があります。私は人見知り
で面接は苦手でしたが、一種の会話だと考えると緊張もしなく
なりました。
　想像以上に大変な就職活動でしたが、視野を広げてたくさん
のことを学べる良い機会でした。皆さんも後悔のないよう精一
杯、頑張ってください。

就職活動において
頑張ったこと

短期大学部言語コミュニケーション学科
増田 麻里
四国旅客鉄道株式会社 内定

　挑戦するということをモットーに就職活動を頑張りました。
より多くの説明会やセミナーに参加し、自分の目で企業を見る
ことを大切にしました。
　面接では緊張から伝えたいことが言えずに終わってしまうこ
ともありましたが、何度も練習を重ねることで自分に自信を持
ち、話せるようになりました。失敗したからといってそこで投
げ出したりせず、何度も挑戦する気持ちを持ち取り組むことが
大切だと感じました。
　初めてのことばかりで戸惑うこともありましたが、友人との
情報交換や、何度もエントリーシートの添削、面接の指導をし
てくださった先生方のおかげで頑張れたと思っています。

多くの情報を得ること

文学部文化財学科
西川 芳奈
中土佐町役場（一般行政）　内定

　就職活動において、多くの情報を得るということはとても重
要だと感じました。どれだけの情報を得られるかが、より自分
に合った職を選べるかどうかにつながると思います。私が内定
を頂けたのも、前もって情報を集め、多くを知り得たことが大
きいです。最初から一つに絞らず、まずは数多くの分野につい
て調べてみるのが一番だと思います。やみくもにではなく、地
元から近いところ、興味がある職種といった自らに関連がある
ものから見ていくと情報収集もはかどります。そうして情報を
集め、比較していくうちに自分の強みをいかせる場所がきっと
見つかるはずです。
　卒業論文など就職活動と並行で大変かと思いますが、皆さんの
就職活動において良い出会いとご縁があることを祈っています。

人事を尽くして天命を待つ

理工学部ナノ物質工学科

佃 慎悟
大同ゴム株式会社　内定

　私が就職活動で一番大切だと思ったことは「何がやりたいか」
を明確にして、早い段階から行動することです。私の場合は勤
務地にこだわらなかったので、1月ごろから県外に出て多くの
企業を受けに行きました。
　面接など、最初は難しく悩むことも多くありましたが、キャ
リア・サポートグループの方々に助けていただきました。中で
も私は面接対策に一番苦労し、自分の考えを分かりやすく具体
的に伝え、笑顔で話せるまで何度も練習を行いました。実際に
企業を受けていくうちに段々と慣れることができました。
　就職活動は「人事を尽くして天命を待つ」という言葉が当て
はまります。自分のできることを精一杯努力を惜しまずに行動
すれば成功すると思います。

Letters先輩からの手紙

教員
採用

教員
採用

教員
採用

教員
採用

就職
内定

就職
内定

就職
内定

就職
内定

Dreams  come  true
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●
清
水
教
授
に
お
聞
き
し
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
学
び
が
で
き
る
学
科

で
す
か
？

文
化
財
学
科
で
は
、
日
本
史
、
考

古
学
、
建
築
史
、
美
術
史
、
地
理
学

な
ど
の
各
分
野
に
つ
い
て
専
門
知
識

を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
見
学
研
修

や
屋
外
実
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で

学
生
の
知
的
好
奇
心
を
刺
激
し
、
調

査
研
究
の
方
法
を
身
に
つ
け
る
な

ど
、
自
主
的
な
研
究
活
動
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
関
心
に
応
じ
て
夏
休

み
等
を
利
用
し
た
文
化
財
調
査
や
見

学
研
修
旅
行
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
文
化
財
の
魅
力
や
奥

深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
文
化
を
歴
史
的
に
研
究
す
る

こ
と
は
、
過
去
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
代
や

社
会
の
変
化
に
伴
っ
て
ど
の
よ
う
に

変
容
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
か

を
知
り
、
伝
統
文
化
を
次
世
代
に
伝

承
し
、
さ
ら
に
新
し
い
文
化
を
生
み

出
し
て
い
く
た
め
の
手
が
か
り
を
得

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
過
去
を
知

り
、
過
去
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て

Pic
k up!!

◆
文
学
部
文
化
財
学
科
教
授

清
水
真
一

◆
文
学
部
文
化
財
学
科
３
年

明
神  

上
三
・
吉
川  

実
優

文
学
部 

文
化
財
学
科

連載

研
究
室
へ
の
誘
い

ど
を
調
査
し
、
町
並
み
の
歴
史
的
価

値
や
特
徴
を
明
ら
か
に
し
、
伝
統
的

な
町
並
み
を
い
か
し
た
地
域
の
再
生

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

●
研
究
の
面
白
さ
、
醍
醐
味
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

学
生
に
は
い
つ
も
建
築
史
は
雑
学

だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
古
建
築
を
通

じ
て
人
の
営
み
、
す
な
わ
ち
文
化
を

知
る
こ
と
が
学
問
の
目
的
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
現
存
す
る
建
築
に
と

ど
ま
ら
ず
、
発
掘
さ
れ
た
遺
構
や
遺

物
、
絵
画
資
料
、
文
書
な
ど
あ
ら
ゆ

る
資
料
を
駆
使
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
建
築
史
の
面
白
さ
は
、
研
究
の

方
法
や
視
点
が
多
様
な
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
未
知
の
土
地
を
訪
れ
、
多

様
な
遺
産
に
触
れ
る
こ
と
は
大
き
な

楽
し
み
で
す
。
何
度
訪
れ
て
も
、
そ

の
時
点
で
の
見
方
や
感
じ
方
も
変
わ

り
ま
す
し
、
新
た
な
発
見
も
あ
り
飽

き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
各
地
の

文
化
遺
産
を
比
較
し
な
が
ら
、
時
代

性
や
地
域
性
を
踏
ま
え
た
文
化
的
な

理
解
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

現
代
を
理
解
し
、
将
来
を
見
据
え
る

こ
と
は
、
文
化
財
行
政
、
博
物
館
等

の
文
化
財
公
開
施
設
、
保
存
修
復
に

関
わ
る
関
係
機
関
な
ど
文
化
財
に
直

接
携
わ
る
職
種
に
と
ど
ま
ら
ず
、
教

育
、
文
化
、
観
光
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
躍
で
き
る
幅
広
い
調
査
、

分
析
、
問
題
解
決
能
力
を
養
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
研
究
室
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
研

究
テ
ー
マ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
建
築
史
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
全
国
各
地
の
教
育
委
員

会
等
と
連
携
し
て
、
文
化
遺
産
の
調

査
、
保
存
活
用
方
法
の
検
討
、
文
化

遺
産
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
、
世
界

遺
産
登
録
を
め
ざ
す
地
域
の
取
り
組

み
に
対
す
る
協
力
、
文
化
遺
産
保
護

を
通
じ
て
の
国
際
協
力
な
ど
幅
広
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
テ
ー

マ
と
し
て
徳
島
県
牟
岐
町
の
沖
合
の

小
島
、
出
羽
島
の
町
並
み
調
査
に
取

り
組
み
、
牟
岐
町
教
育
委
員
会
や
他

大
学
等
と
連
携
し
て
調
査
を
進
め
て

い
ま
す
。
町
の
形
成
過
程
や
町
家
な

●
学
生
た
ち
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で

す
か
？

　な
か
で
も
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
取
材
す
る
学
生
さ
ん
は
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す

か
？

　

学
生
に
は
、
私
か
ら
範
囲
を
限
定

せ
ず
に
自
ら
研
究
テ
ー
マ
を
見
つ
け

る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
基
本
情

報
の
収
集
、
調
査
や
分
析
方
法
の
検

討
等
を
進
め
る
中
で
、
次
第
に
テ
ー

マ
が
絞
ら
れ
て
い
く
の
に
沿
っ
て
、

学
生
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
を
与
え
な
が

ら
研
究
を
進
め
さ
せ
て
い
ま
す
。
研

究
の
過
程
で
学
生
相
互
の
発
表
会
を

重
ね
て
す
る
こ
と
で
、
互
い
に
刺
激

を
受
け
な
が
ら
知
見
を
広
め
て
い
き

ま
す
。
互
い
に
研
究
内
容
や
進
捗
状

況
を
理
解
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す

の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
学
生
同
士
で
の

意
見
交
換
も
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。
研
究
の
内
容
や
方
法
は
千
差
万

別
で
、
学
生
の
個
性
や
関
心
の
方
向

性
が
際
立
っ
て
現
れ
ま
す
。
思
い
も

よ
ら
な
い
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
学
生

も
あ
り
、
私
に
と
っ
て
も
大
い
に
興

味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
。

　

取
材
学
生
の
２
人
は
、
と
も
に
３

年
生
で
、
世
界
遺
産
と
茶
室
と
い
う

全
く
異
な
る
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
の
習
得
に

始
ま
り
、
次
第
に
奥
深
く
へ
と
踏
み

込
み
な
が
ら
テ
ー
マ
を
具
体
的
に
絞

り
込
ん
で
い
く
過
程
に
い
ま
す
。
今

後
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
続
い
て
吉
川
さ
ん
・
明
神
さ
ん
に

お
聞
き
し
ま
す
。
普
段
、
学
科
で

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
勉
強
し
て
い

ま
す
か
？

吉
川
：
文
化
財
に
つ
い
て
の
基
礎
知

識
の
勉
強
と
、
実
習
を
通
し
て
文
化

財
の
価
値
や
保
存
・
保
護
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。
実
習
で
は
、
博
物

館
実
習
の
一
環
で
、
掛
け
軸
の
取
り

扱
い
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

明
神
：
５
分
野
（
考
古
学
・
史
料
学
・

地
理
学
・
美
術
学
・
建
築
史
）
を
中

心
に
、基
本
か
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。

３
年
生
で
は
、古
文
書
の
読
み
方
や
、

文
化
財
を
保
護
の
観
点
か
ら
見
る
授

業
な
ど
を
受
け
て
い
ま
す
。

●
現
在
所
属
し
て
い
る
研
究
室
を
選

ん
だ
き
っ
か
け
、
理
由
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

吉
川
：
古
民
家
や
町
並
み
、
歴
史
的

建
造
物
、
外
国
の
建
築
な
ど
に
興
味

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
研
究
室

は
、
建
築
史
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
自
分

の
し
た
い
こ
と
を
追
求
で
き
る
と
こ

ろ
が
魅
力
で
す
。

明
神
：
も
と
も
と
神
社
に
興
味
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
建
物
や

町
並
み
、風
土
を
知
り
た
い
と
思
い
、

こ
の
研
究
室
を
選
び
ま
し
た
。

●
文
化
財
学
科
に
入
学
し
て
、
一
番

驚
い
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

吉
川
：
文
化
財
学
科
自
体
が
全
国
的

に
あ
ま
り
な
い
こ
と
、
そ
し
て
貴
重

な
文
化
財
に
１
年
生
の
時
か
ら
実
際

に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
文
化
財

に
触
れ
る
と
き
に
は
、
今
で
も
緊
張

し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
先
生
方

が
と
て
も
活
発
で
体
力
が
あ
り
驚
き

ま
し
た
。

明
神
：
四
国
４
県
に
と
ど
ま
ら
ず
、

近
畿
地
方
や
中
国
地
方
、
九
州
地
方

な
ど
に
行
く
研
修
が
あ
る
こ
と
で

す
。
特
に
興
味
深
か
っ
た
研
修
は
、

香
川
県
男
木
島
の
石
垣
集
落
の
見
学

と
、
福
岡
県
の
博
物
館
を
２
泊
３
日

で
５
カ
所
見
学
し
た
研
修
で
す
。

●
現
在
の
研
究
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

吉
川
：
今
は
各
自
研
究
す
る
テ
ー
マ

を
決
め
て
、
資
料
集
め
に
取
り
か

か
っ
て
い
ま
す
。
私
は
観
音
寺
市
の

一
夜
庵
の
茶
室
を
調
べ
る
た
め
に
、

資
料
収
集
を
し
て
い
ま
す
。
千
利
休

が
確
立
し
た
以
前
の
茶
室
を
扱
う
た

め
、
資
料
が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず

木材について調査している様子

現
在
苦
戦
中
で
す
。

明
神
：
ニ
ュ
ー
ス
で
産
業
遺
産
の
存

在
を
知
り
、
明
治
以
降
の
日
本
の
近

代
化
に
つ
い
て
興
味
が
湧
い
た
た

め
、「
明
治
日
本
の
産
業
遺
産　

九

州
・
山
口
県
と
関
連
地
域
」
を
卒
業

論
文
の
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
産
業

遺
産
の
保
存
方
法
や
保
護
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
そ
の
所
在
地
、
構
成
資

産
な
ど
の
情
報
を
集
め
て
い
ま
す
。

●
今
後
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
た
い

で
す
か
？

吉
川
：
千
利
休
以
前
の
茶
の
文
化
を

調
べ
、
そ
の
ゆ
か
り
あ
る
茶
室
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

明
神
：
今
研
究
し
て
い
る
テ
ー
マ
を

も
っ
と
深
く
調
べ
て
、
卒
業
論
文
を

完
成
さ
せ
た
い
で
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
、
将
来
の
夢
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

吉
川
：
４
年
生
の
時
に
取
り
あ
げ
る

テ
ー
マ
や
主
旨
を
固
め
、
充
実
し
た

研
究
内
容
に
な
る
も
の
を
め
ざ
し
た

い
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
学
ん
だ

こ
と
を
い
か
し
た
仕
事
を
し
た
い
の

で
、
ま
ず
今
の
研
究
が
完
成
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

明
神
：
教
員
免
許
と
学
芸
員
の
資
格

取
得
を
め
ざ
し
て
い
る
の
で
、
実
現

で
き
る
よ
う
に
今
の
授
業
や
研
究
を

頑
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徳島キャンパス　フットサル部

　私たち書道部は、志度の町や海、八栗・屋島の山々

などのきれいな景色が窓から見える書道教室に週 1〜

2回集まり、各自が自由に書道に親しんでいます。書

道経験者だけではなく初心者の部員もおり、練習の合

間に雑談を交えながら、和気あいあいとした雰囲気の

中で、作品作りに取り組んでいます。

　特に、毎年 10 月の杏樹祭では、日ごろの練習の成

果を示すべく、展示に向けて掛け軸と半紙の作品を一

人 2作品ずつ仕上げることを目標に練習しています。

　これからも、同好の士の輪をさらに広げつつ、個々

のペースで書道の実力を磨きながら、楽しく活動をし

ていきたいと思います。

香川キャンパス　書 道 部ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
紹
介

14

　 第 28 回 杏 樹 祭 は 2013 年 10 月 11 日 ㈮ 〜 13 日 ㈰ の 3 日 間、「Gather 

round （全員集合）」をテーマに、サークル・同好会・愛好会の皆さんに協力し

ていただき、にぎやかでパワーアップした杏樹祭となりました。

　ゴスペルサークル・ダンス部・軽音部によるパフォーマンス、歌うま王決定戦

やビンゴ大会など、学生が主体となって盛り上がりました。地元の出身でＣＭで

もおなじみの mimika さんのステージでは、一緒に歌に合わせて踊ったり、とて

も楽しい Live になりました。13 日㈰にはメインゲストとしてモンスターエンジ

ンにご出演していただき、おもしろいトークによって会場は笑いに包まれました。

　杏樹祭の３日間は本当に楽しくて、いい思い出になりました。杏樹祭に関わっ

てくれたすべての皆さんに感謝いたします。本当にありがとうございました。

　第 49 回山城祭は 2013 年 10 月18 日㈮〜 20 日㈰の３日間、｢逢〜めぐりあい〜｣ をテーマとして開催しました。　野外ステージでは、クラブ・サークルの参加はもちろん、ぼろいろクローバーＺパフォーマンス、二人羽織、香川キャンパスより「香川ゴスペルサークル」の参加がありました。体育館ライブには「堂珍嘉邦」をゲストに迎え、期間中は大変な盛り上がりを見せ、大勢の方々に喜んでいただきました。　山城祭を通して、参加する全ての人に山城祭でしか味わうことのできない楽しさや、新しい自分に出会うことができたでしょうか？　足を運んでくれた皆さん、ご協力してくださった企業の方々やボランティアでお手伝いしてくださった方々、本当にありがとうございました、心から感謝いたします。　来年は、記念すべき第 50 回目となります。山城祭のさらなる発展をめざし、皆さんで盛り上げましょう！

山城祭

○弓道部
・第 ７ 回全徳島弓道大会

一般男子の部／団体第３位
一般女子の部／団体準優勝

・第 ５９ 回中四国学生弓道選手権
大会／女子個人優勝

保健福祉学部看護学科
３ 年　佐々木　舞

・県下学生選手権大会
男子団体 ３ 位

徳島文理大学Ａチーム
男子個人 2 位

人間生活学部心理学科
３年　三木　辰真

女子団体優勝
徳島文理大学 B チーム

女子個人優勝
人間生活学部食物栄養学科

３年　山根　はづき
女子個人準優勝

総合政策学部総合政策学科
2 年　上村　奈々

女子個人 ３ 位
保健福祉学部看護学科

2 年　小川　千晴

○剣道部
・第 ３４ 回徳島県女子剣道大会／

団体 ３ 位
・清原杯争奪第 ５8 回県下剣道大

会／団体第 ３ 位
・第 ３2 回徳島県大学剣道選手権

眉山杯大会／個人準優勝
人間生活学部食物栄養学科

２年　青木　万里子
個人３位

人間生活学部人間生活学科
1 年　藤井　理央

○女子バスケットボール部
・全日本学生バスケットボール選

手権大会四国予選／準優勝

○卓球部
・第 ４４ 回四国学生卓球新人戦／      

女子団体準優勝

○男子バレーボール部
・第 ４９ 回四国大学バレーボール

秋季リーグ戦大会／Ⅱ部準優
勝

・徳島県大学バレーボール大会／
優勝

○女子バレーボール部
・第 ４９ 回四国大学バレーボール

秋季リーグ戦大会／３位
・徳島県大学バレーボール秋季大

会／優勝

○フットサル部
・第 １９ 回全日本選手権徳島県大

会／第３位

—————————————————　クラブ・サークル大会結果　—————————————————

　徳島キャンパス

　2013 年度のフットサル部は多くの新入部員を迎え、
昨年度に比べより明確な目標を持ち活動をすることが
できました。同時にめざす試合結果にもこだわりが強
くなりました。9月に開催された全日本フットサル選
手権徳島大会は準決勝で惜敗しましたが、3位入賞と
いう好成績を収めることができました。フットサル部
は部員同士の仲が良く、雰囲気がとても良いため、こ
れからの兆しはとても明るいと言えます。私たちの挑
戦はまだまだ始まったばかりです。
　フットサルというスポーツはまだあまりメジャーな
スポーツとは言えません。以前、日本で最も有名な
サッカー選手の一人でもある三浦知良選手が、フット
サルの日本代表としてワールドカップに出場したこと
も記憶に新しいです。これからのフットサル界にぜひ
注目してください。

○陸上競技部
・四国陸上競技選手権大会／三

段跳／準優勝
保健福祉学部診療放射線学科

2 年　槶原　功輝
・第 ３6 回中国四国学生陸上競技

選手権大会／三段跳／３位
保健福祉学部診療放射線学科

2 年　槶原　功輝
・徳島陸上競技秋季カーニバル／

三段跳／優勝（大会新） 
保健福祉学部診療放射線学科

2 年　槶原　功輝

○トレーニング部 
・第 8３ 回　20１３ 年度香川県秋季パ

ワーリフティング選手権大会／
ノーギア １20kg 級／優勝 

香川薬学部薬学科
４ 年　木原　優

　香川キャンパス

杏樹祭
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